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蠶体器官の相互作用に就て（1）絹絲腺の代償肥大

山口定次郞
平尾孝平

1，緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1

　一般に動物の慕官に於てその作用が相互に關聯せるか又は封をなしてゐる瘍合、その器官の

一方が障筈を受けるとその後他の一方はその形欣若くは作用に於て普通のものに比し薯しく増

大する場合がある。之は生物撃上一種の梢關、3くは相互作用（Corxelation）或は代償肥大（Co皿一

騨器獣灘総，1鐙霧餓論欝灘禦農騒難禦灘雛
となる。家獄に於ては僑本氏①は家鑓の卵集捌出の次代に及ぼす影響に就て研究され、家慧幼

轟第五齢初期に卵奥の片側刎出を行つた結果、その残留卵奥内に形残される卵細胞は著しぐ形

歌を増大し且つ卵鍛を増加したと述ぺてゐる。叉濱崎氏⑮は置兇を三四齢初期に於て生殖巣を

易咄する揚合鍾兇は標準獄兇に比し蜥休量繭暦飽、繭麿歩合等を増す≒述べてゐる。

　3ζ梅谷氏⑲は絹綜腺に關する研究に於て、絹綜腺除去の影響を調べ共の中に絹縣腺除去の乎

術を施した幼贔は第五齢の絡りに至つて普通獄に比し肥大現象を示し重くなつて行くと述べて

ゐる。之等は何れも一種の相互作用と観るべきものであらふ。

　著者は慧休の需官の中、形歌又は作用に於て斯る現象ありゃ否やを確めんとし、先づ最も急

激な獲育増大をなし從つて最も生理的の影響を感受しやすい絹綜腺の磯選に就て之を試みた。

　本實瞼を行ふに當り本校i養獄科三年生高野賢拙磐の助力を仰いだ。此虚に附記して謝意を表

する。

　　　II．實験　方　満

　i氣門調鎖。　氣門の閉鎖には塗料一＝ナメルを用ひ團的氣門を閉鎖した。四齢より閉鎖した場

合は第四眠後の脆皮と共に閉鎖塗料が鋼離するものであるから起懲となつて瓢び塗り替へを

し定。

　氣管の切断。　之は四齢二日日頃に第鳳環師と第六環節の環節聞膜の部に小傷をつけ、此部

に先端曲れる針を挿入し氣管を引幽した。之によれば其の前後二個位の氣管叢を除出しうる。

自ilちi氣管の切噺と共にその除去を行つた事になるのである。乎術の爲の田．血は暫くの鋒止る。

絹練腺除去。此の鵬合も大休前者と同様に獄矧夏脚の基部に鋏にて小孔を穿ち訓鰍綜腺

を墜出し後に針により懸腺の大部分を引出す。此の傷合の出血も暫くの後止る。

　蜥く手術を行つた獄兇はそのまま諮通に飼育を綾け熟麗となる納前に、磯育の大体揃つたも

のを材料とし、醐定（Bouin民液）しおき、後之が解剖を行つて絹継腺を左右別々に取り禺し

た。解剖は之を背面より行ひ向つて夫々左と右を麗別し一定藪をとり90つ～95°Cの乾燥留｝に入

れ無水分とし、Balanceにて計量した。絹綜腺の重量は勘1絹綜腺体及分泌物を含むものである。

III，實　瞼　結　果

1・i氣門閉鎖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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絹継腺の磯育に最も影響大なるぺき氣11ヨの閉鎭を行ひその左右の腺の稜育1氏態及代償肥大の

状態を観た。その結果次の表の如くである。

　　　　　　　　　　　　第　一　表　　氣門閉鎖と絹，Wt腺の獲遠

・」　　　　・
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江　白
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四

齢
起

よ

魑り

　　　　四
　　　　齢
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五
齢
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膚　3～6閉鎖

左右3～6閉鎖
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左全部閉鎖
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0．575

ヱ．190
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0．730

左右合計

L109
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1．145

0．736

1．035

1，002

2，370

1，972

1，980

1，472

2．370

2．050

2．200
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絹線腺慮景指鍛

右　　1　左

100

118
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ユOO

1‘旧

66

（SA

1．00

ユ05

質

66
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69
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103

10i

65　　1

102

61

101

68
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61

　　　　O材料は各十頭

　　　　O絹綜腺重鼠指薮は標醜医の右左を夫々100とせる甥合之に比した゜ものである。　　・

　上表の示す所により明な如く、氣門閉鎖の程度により、品種により、手術の時期等によりて

一定しないが、片側の氣門閉鎖障害はその側に於ける絹紐腺の稜育を著しく阻止する。然し乍

らその反鋤側の絹綜腺¢｝形欣．璽量等はその絶鋤量に於ても多少の代償的肥大を示す。叉氣門

閉鎖障害は翠に直接之に關係する絹綜腺のみならす、必然的に体の稜育も幾分阻止せられ休重

も脛い。左右爾側の閉鎖（全部の閉鎖を行ふ時は即時に倒れるものである）に更に明かに体の

嚢育不良を示す。故に今此の絹綜腺の獲育を休璽に封する割合髭もつて示し代償肥大の程度を

示せぱ次表の通りであるo　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　第二表　氣門閉鎖と絹綜腺の濃遼　　 m

郷門閉鎖瓢溺

無閉鎖匿（虚麟些）

ラ白3～7閉鎖i置

左　3～7　1羽鎖髄E

左右3～7閉鎖臓

絢継腺の重」量（乾物）

震　　｛　左

　9「
1，2U

O，6斑

1．26

0。312

　　　9「
　　1．2り

1　　1．45

　　6．42

　　0．36

駕体重鉱
劃20頭

　9「
G5．U

500
d9．5

33．5

調髄重絹綜腺重鼠割合
　　・1指数）

右　　1　　芹

ユ00

67

139

4呂

100

ユ5？

69

tt，S

左右指
敬合計

200

224

LBOti

、90

　　　　　　オオ料　斉20頭　　　　　　　　　　 霊翫r界1黍重　　805（日本一イヒ）×支105號

　即障害部は体璽が小なる故に休重に比する時絹綜腺割合指敏は絶体量に於けるよりもはるか

に大となるを見る。

　即障害部は31－33％oの城少を見るに封し、他側は57％の壇大を見るわけである。

省或實験に於ては一．こ特に肥大の現象は示さぬものもあるが之は手術の時期又は品種にも

よるであらふがそのi氣門閉鎖の生灘的悪影響の爲に錨休の坐活力に影響し．薫いて腺の獲逮不
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充分を來した爲であらう。　　　　　　　，　　　　　　　　．1

　　　2．氣管の切断
　前述の如き方法により氣管の切斯，氣管叢の按去にょり絹継腺の獲遽は如何なる影響を受け

るか調査iした。

第三表 氣管の切断と絹絃腺の獲逮’

鞭購の剛　　繍腺鯉（乾物）　左右合計」轡樋翻合（撒）
　　　　　＿一　　　　右　　i　左　　　　　　＿＿＿＿右　　1　左

　　　　　　　　　　　　　　　　　9「　　　　　　gr　　　　9「
　　　無切噺匪（標準）　’0．5晩　　 0．555　　X．109　　1・OO　　　100
　　　右　　個ll　　切　　　圓〒　　逓置　　　　　0．4些生　　　　　　0．655　　　　　　1．098　　　　　　　80　　　　　　　　1工8

　　　爾　　 但iJ　　切　　　断　　　星舐　　　　　　0．462　　　　　　0．455　　　　　　0．917　　　　　　　83　　　　　　　　　82

　　　　　　品種支那二化　江白　　　　四齢二日目手衛　　　　謝10頭

　此手術は蝿慧を出し易く左側切断の場合のものは材料少く都合上本表には右側のみを記載し

た。之によれば氣管切断による呼吸の障害も此の程度の切噺餐は影響は少いが大体氣門閉鎖と

同檬に乎術側の磯育は阻止され’てゐるが他側の腺は．普通のものよりも約18％の増力1を示す。

之を休重に封する割合をもつて見れば網當大となるであらう。

　　　3。絹練線・の除去

　絹綜腺を前述の方法に依り除去した場含の他側の代償肥大の膚無に就て調べたc絹綜腺は完

全に抜取る時は淺留する事は無いわけであるが普通の方法では一部特に後部綜腺が淺りやす

い。而してそのものは猫自に相當の大きさに磯逮する。此の場合に於ける絹綜腺の代償機能は

下の如くである。

　　　　　　　　　　　ト，第　四　表　，絹綜腺除去と絹綜腺の磯遼

；ヒ

@繍剛蝕曜別　繍腺の鯨（乾物〉
　　　　　　　　　　　　　　　右　　1　　左

　　　　　　　　　　　　　9「
垂喪手　術　Il五　（榔聾）　　　　　　　0，55d

右　腺　除　去　i鼠　　　　0・113

左　　J県　　1験　　去　　1醒〔　　　　　　　0’926

雨　　假咀　　除　　三産急　　1産叢　　　　　　o・工16

　　9「
O．555

0田6
0．091

0，110

左看合欝　鰯繊雷鯖恰（t緻）　　1
　　　　　　　君　　…　　左

詰種　支那二化　江白　　　　四齢二日目手術

　　9「
ユ．109　　　　　100

1．IU9　　　　　　21

1．017　　　　　17些

（）．226　　　　　　2』、

100

187

17

20

第　五　表　　絹綜腺除去と絹綜腺の獲漣

絹綜腺除去の腿別

無手術畷（標醜）

膚　　除　　去　　颪

左　　除　　去　　硬

左　右　除　去　甑

絹継腺の重量（乾物）

君　　1　　左

O．800

0．11sL

O．946

0」2諮

O．SOO

1．066

0．U9

0．086

畿・・誘劃ｿ難響合
68．O　　　　I　　100

6盛．5　　　　　17

63，〔｝　　　　　　128

生2．0　　　　　20

100

140

薔
17

　　　　　　品種　日一・－0號×丈一〇五號　　　　五齢二日日手術

　絹継腺除去の場合はその一一tJが殆ど全部除去されるものであつて代償的肥大の現象は最も明

瞭に示される。本表により明かな様に除去匝は休の獲育梢悪きにもかかはらす四齢乎術の傷合

にはその絶休量に於て74～87％増加を見る。叉五齢よりの場合にも休量に劉する腺重量の割含
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よつて見ると28～dO％の増加を見てゐる、斯く異常に肥大ぜる腺休は、その形は大手イくに於て

普通の片側のものと大差はない。只申部綜腺の前端叉は後端が膨大する傾向がある。

　尚3く爾側の絹綜腺を除去する場含は梅谷氏の絹綜腺除虫の試験に於けると同様体の肥大現象

を示し、結果、共の儘叉は牛化珊の欣態で死ぬ。

　以上無門閉鎖、氣管の切噺、腺体除去等により封をなす絹綜腺の片側がその焚育を阻止され

る場合，その側の絹綜腺はその乎術の種類、程度、時期、及材料品樋等の相異により程度に誰

はあるが概して何れも爽趣不良である。然るに障害を受けざる反樹側の腺の獲逮は著しく旺で

多くの揚合普通の腺に比し異常の獲逮をなす。帥一方の獲育抑制により他側の腺は代償的に肥

代し細懸物質を多く分泌するのである。将に絹綜腺の除去の影響は最も大で、代償肥大機能は

著しい。

　倫繭暦最叉はその他の關係に就ては猴未完成であるので後日に記す事とする。

Iv．考　　察

　以上の代償肥大の現象によつて之を凱るに酒化器官により消化、吸牧されたる成分の中絹綜

物質たるべき域分は必す絹綜腺体を透して絹綜物質となるもので、一方の絹紳腺の除去叉は作

用の障害專が生する揚合は之が物質は他側の線に移行する。或は一面から考ふれば一方を央ひ

たる事によつて他側の腺休の作用が自ら旺となり絹緋物質たるべき成分を異常に吸牧する様

になる。從つて肥大絹綜腺の重量が普通無乎術麗のものよりも大となる事も起りうるのであら

ふ。而して爾側の絹綜腺除芸が後に獄休の異常の肥大現象を起すことは著者も梅谷氏も之を試

みてゐるが、梅谷氏は此の肥大症は絹綜腺除去の時に生する或物質の化躯作用の爲であるとの

み述べてゐる。而して氏は一封の中、片側の腺休の代償肥大に就ては述べてゐないが，腺の除

去の揚合或部分例へば一側3（．は中部綜腺を保留するときは多くの場合此の獄休の肥穴症を琵れ

てゐると述べてゐる、即之等の黙より思惟するに獄体を肥大せしめる物質といふものも畢寛す

るに淺留せる片側の絹綜腺を肥大せしめる物質と同一のものではあるまいか。換言すれば絹綜

物質たるべき成分は一側の腺が消失せる場合は他側に行き之の腺を肥大せしめ，双方の腺なき

場合にはその行方を失ふものでその大部分は他の器官の生成等には與らす從つて休は異常の肥

大をなしやがて有羅的（自家中轟的）に作用するものではなからうかと考へられる。

　術又一面梅谷氏の云はるる如く絹綜腺は除去しても梅生するものでなく叉呼吸障筈等により

一方は獲育を阻止さるるに封して一一一一方が犯大するといふ事よりして此等の障害は腺休にのみ作

用し血液中より綜腺に入らんとする絹綜物質たるべき成分の生祓には關係が少V・ことを思はし

めるものである。

v．要　　結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　叢兇の絹綜腺の獲達に關係深き氣門の閉鎖、氣管の切臨、並に絹綜腺の除去等の手術を施し

障害を興へたる霧合絹綜腺の磯育に代償肥大の現象ありや否やを欝験した。

　之に伽れば各手術冤に於て乎術を受けたる場脅その側の絹綜腺の爽育は著しく阻害されるが

その反封側の腺の爽育は何れも湘當の代償肥大（Coエnpensa七〇ry　hyper七roPby）を現し手術せ

ざる厩の普通の腺よりも肥矢する。而して肥大の程度は、手術の時期、種類、程度及材料の品

種、等によりて置々であるが大休同様の傾向を示す。代償肥大現象の起るのは一方の腺の作用

が弱小となる爲他側の腺が之が作用を補はんとする爲なるべく、伎絹綜物質を形威すべき戯分

とし℃血t液中に存在する成分は、一方の腺の作用少きか3ζは除去きれたる場含他の器官には移

行する事なく地側の腺に異常に移行するが爲であら5」。
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